
精神障害がある方の地域生活を支援する絆の会                         

                                             

                                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            

はじめまして、よろしく！ 

 

悠友ハウス就労支援センター 

 

 

2023 年度をもって、就労移行支援事業所悠友ハウス就労支援センターとグループホームクレール篠ノ井がその役割を

終えて終了することとなりました。これまで地域の皆様に支えられここまで歩んでこられたこと、心より感謝申し上げます。 

が役割を終えて終了へ 
グループホームクレール篠ノ井 

 

～悠友ハウス就労支援センター～ 

社会福祉総合センター１階に「喫茶りんどう」を開設 

喫茶りんどうを小規模訓練施設へ移行 

喫茶りんどうを悠友ハウス（就労継続支援 B型）の１事業部門へ 

喫茶りんどうを就労移行支援事業に移行 

就労定着支援事業開設 

喫茶りんどう閉店に伴い、悠友ハウス就労支援センター開設 
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喫茶りんどう開設から 36年間、多くの利用者が自身の望む生活を実現させるために利用されてきました。その間、ボラ

ンティアの皆様は利用者を見守りながら共に過ごし、悠友ハウス就労支援センターへ名称変更後から現在に至るまで作

業や余暇活動（太極拳）などに関わっていただいています。家族の支えや地域の皆様にも暖かく受け入れられ、今日まで

就労移行支援事業を継続することができました。誠にありがとうございました。 

今後もボランティア、家族、地域の方にもご協力いただきながら悠友ハウス（就労継続支援 B型）で利用者の「一般就

労したい」、「働き続けたい」という希望に応えていきたいと思います。変らぬご支援のほどよろしくお願い申し上げます。                       

(悠友ハウス所長 中澤信) 

2009年病院から地域移行支援で退院された方、他のグループホームから転居された方、自宅より入られた方、5名で

の生活がスタートしました。篠ノ井駅に近いことで利便性が良く、就労継続支援 B型びーんず・あんだんて等を日中活

動場所として多くのメンバーが利用してきました。 

地域の方にはとても温かく迎えていただき、民生委員さんは時々顔を出してくださり気にかけていただきました。地域

の行事「草取り」「側溝掃除」「公民館掃除」等へは利用者の顔を覚えてもらう意味もありできるだけみんなで参加し、「隣

組長」も経験し、隣組の皆さんにはわからない事を教えてもらう等地域の一員としての暮らしを支えていただきました。地

域の方へご挨拶に回ったときは、「さみしくなるね」という言葉をたくさんかけられ、地域の一員として暮らすことができた

のだと実感しました。 

地域の皆様、本当にお世話になりました、ありがとうございました。   （絆の会地域生活センター所長 横山真紀子） 

～クレール篠ノ井～ 

グループホームクレール篠ノ井開設 

（「クレール」はフランス語で「明るい」の意味） 
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２Ｐからの内容 
・ボランティア養成講座 
・家族会定例会 信州そば工房き
ずな オレンジ若里 
３Ｐ ・利用者の活動 北信越東海ブ
ロック予選会に向けて 2023 年度
ひまわりの会を振り返って 
・各事業所防災訓練の様子 各グ
ループホームでもう一度避難訓練
を実施 災害用伝言ダイヤル(171)
を体験してみて 
４Ｐ ・悠友ハウス新年会 
・そば工房ボランティア傳田さんとの
思い出 
・メンバーの活躍あれこれ 
・インフォメーション 
 


